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暑
中
特
集
号

１年後の明るい未来へ

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
は
１
年
間
の
開
催
延
期

が
決
ま
っ
た
。
４
年
に
１
度
の
世
界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
舞
台
は
整
い
、

世
界
中
か
ら
来
訪
者
を
待
つ
だ
け
と
な

っ
て
い
た
が
、
未
曾
有
の
事
態
を
受
け

て
仕
切
り
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

１
年
後
、
万
全
の
受
け
入
れ
態
勢
の
も

と
で
無
事
に
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

　

建
設
業
界
の
未
来
を
占
う
上
で
も
、

今
後
１
年
間
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
民
間
設
備
投
資
の
落
ち
込
み
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
積
極
的
な
公
共
投

資
に
よ
る
景
気
の
下
支
え
は
必
要
不
可

欠
だ
。
特
に
イ
ン
フ
ラ
分
野
へ
の
公
共

投
資
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ー
タ
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
動
き
が
加
速

し
、
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
新
し
い

働
き
方
も
進
む
こ
と
で
、
建
設
業
の
改

革
を
急
速
に
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）、
遠
隔
現
場
臨
場
と
い

っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
耳
に
す
る
機
会
が
増

え
た
新
た
な
用
語
は
、
こ
れ
か
ら
の
建

設
業
界
に
お
い
て
主
流
に
な
る
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
る
。
社
会
経
済
状
況
の
著
し

い
変
化
に
対
応
し
、
求
め
ら
れ
る
役
割

を
果
た
す
上
で
も
積
極
的
な
変
革
に
挑

戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
こ
の

１
年
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、

１
年
後
に
見
え
て
い
る
景
色
は
必
ず
明

る
く
な
る
は
ず
だ
。

 

２
０
２
０
年
盛
夏

積
極
的
な
変
革
を

来年夏の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の
開催に向けた新たな１年間が始まった。希望が持てる明
るい未来へのカウントダウンとなることが期待される
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中建審の総会で「工期に関する基準」を了承した（7月20日）

　

国
土
交
通
省
は
、
総
務
省
と
連
携

し
て
地
方
自
治
体
に
お
け
る
公
共
工

事
の
施
工
時
期
の
平
準
化
を
加
速
さ

せ
る
。
本
年
度
は
自
治
体
の
先
進
事

例
を
紹
介
す
る
「
さ
し
す
せ
そ
事
例

集
」
の
内
容
を
拡
充
し
た
「
平
準
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
仮
称
）」
を
策
定

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
実
務
的
な

手
引
き
を
提
供
す
る
。
策
定
に
当
た

っ
て
は
地
域
特
有
の
事
情
に
対
応
す

る
た
め
に
実
践
し
て
い
る
工
夫
な
ど

も
収
集
し
て
掲
載
・
提
供
す
る
。
ま

た
、
事
業
部
局
や
他
部
局
と
の
連
携

を
進
め
る
た
め
、
農
林
部
局
や
教
育

と
い
っ
た
土
木
部
門
以
外
の
部
局
で

の
平
準
化
促
進
に
向
け
て
、
関
係
省

庁
に
対
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
。

　

市
町
村
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
な

工
事
の
実
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
調

査
方
法
を
工
夫
す
る
ほ
か
、
自
治
体

が
自
ら
平
準
化
の
実
態
を
把
握
・
管

理
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
の
入
札
契

約
実
施
状
況
調
査
（
入
契
調
査
）
に

当
た
り
、
簡
易
な
工
事
実
績
集
計
の

た
め
の
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
提
供

す
る
見
通
し
。

　

さ
ら
に
、
入
契
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
市
町
村
へ
の
直
接
的
な
働
き

掛
け
を
強
化
す
る
た
め
、
都
道
府
県

公
契
連
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
乗

り
出
す
。
都
道
府
県
公
契
連
総
会
等

で
地
域
ご
と
の
特
徴
や
課
題
を
示
し

つ
つ
、
市
町
村
へ
直
接
、
国
か
ら
改

善
等
の
働
き
掛
け
や
理
解
促
進
を
行

う
体
制
を
整
備
す
る
方
針
で
、
本
年

度
上
期
の
ブ
ロ
ッ
ク
監
理
課
長
等
会

議
で
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

国
交
省
で
は
昨
年
度
の
入
契
調
査

等
を
踏
ま
え
、
特
に
平
準
化
が
進
ん

で
い
な
い
人
口
10
万
人
以
上
の
市

（
１
３
６
団
体
）
に
対
し
て
６
月
に

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
取
り
組

み
の
改
善
状
況
や
課
題
を
聴
取
。
そ

　

改
正
建
設
業
法
に
お
い
て
公
共
発

注
工
事
・
民
間
発
注
工
事
を
問
わ

ず
、
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

と
比
べ
て
著
し
く
短
い
工
期
で
の
請

負
契
約
の
禁
止
が
規
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
の
中
央
建

設
業
審
議
会
（
中
建
審
）
が
「
工
期

に
関
す
る
基
準
」
を
作
成
し
、
適
正

な
工
期
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結
を

促
す
た
め
、
関
係
者
へ
基
準
の
実
施

を
勧
告
し
た
。

　

工
期
に
関
す
る
基
準
は
、
適
正
な

工
期
の
設
定
や
見
積
も
り
に
当
た

り
、
発
注
者
お
よ
び
受
注
者
（
下
請

負
人
含
む
）
が
考
慮
す
べ
き
事
項
の

集
合
体
で
あ
り
、
建
設
工
事
に
お
い

て
適
正
な
工
期
を
確
保
す
る
た
め
の

基
準
と
な
る
。

　

第
１
章
で
は
、
基
準
を
作
成
し
た

背
景
や
建
設
工
事
の
特
徴
、
請
負
契

約
お
よ
び
工
期
に
関
す
る
考
え
方
、

基
準
の
趣
旨
と
適
用
範
囲
、
工
期
設

定
に
お
け
る
受
発
注
者
の
責
務
に
つ

い
て
記
載
。
工
期
と
は
「
建
設
工
事

の
着
工
か
ら
竣
工
ま
で
の
期
間
」
を

指
す
と
明
記
し
た
。
工
期
設
定
に
お

け
る
受
発
注
者
の
責
務
に
つ
い
て

は
、
公
共
工
事
、
民
間
工
事
を
問
わ

ず
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
工
期
を

設
定
で
き
る
よ
う
契
約
の
当
事
者
が

対
等
な
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
説
明
。
工

期
設
定
に
お
け
る
発
注
者
・
受
注
者

が
果
た
す
べ
き
責
務
を
規
定
し
た
。

　

第
２
章
で
は
、自
然
要
因
や
休
日
・

法
定
外
労
働
時
間
、
契
約
方
式
、
関

係
者
と
の
調
整
、
行
政
へ
の
申
請
、

工
期
変
更
な
ど
工
期
全
般
に
わ
た
っ

て
考
慮
す
べ
き
事
項
を
示
し
て
い

る
。

　

ま
た
第
３
章
で
は
、
準
備
段
階
・

施
工
段
階
・
後
片
付
け
段
階
の
各
工

程
で
考
慮
す
べ
き
事
項
＝
左
表
＝
を

盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
第
４
章
で
は
民

間
発
注
工
事
の
大
き
な
役
割
を
占
め

◎平準化の加速化に向けたロードマップ

2020年

全体取り組み
の推進

引き続き
全体的な
底上げ

見える化等
でさらに取
り組みの拡
充を推進

地域平準化率
（2020年実績）

の公表

地域発注者協議会、ブロック土木部長会議、
監理課長会議等で都道府県等へ直接働き掛け

平準化ガイドライン（仮称）の策定

入契調査の依頼

取り組みを何ら行っていない団体を
中心に個別にフォローアップ

農林・教育等、他部局の
取り組みの推進

（関係省庁に協力依頼）

都道府県・市町村との取り組みの連携強化
（公契連との連携）、部局横断的な取り組み

強化を働き掛け

なお改善がみられ
ない市に対しては

対応強化

さらに対象
を絞り込み

調査回答 見える化結果の公表

重点的取り組み
の加速化

地域平準化率の達成目標を設定

地域発注者協議会において、
地域ブロック・県域ごとの

目標値を設定

目標達成に向けた継続的
フォローアップ

地域発注者協議会において、
進捗状況等の確認など継続的な

フォローアップを実施

地域平準
化率公表

平準化率
の目標

夏 秋 2021年1～3月 2021年度

　

建
設
業
に
お
い
て
働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
工
期
に
つ
い
て
、
建
設
業
法
改

正
に
基
づ
き
、
こ
の
た
び
初
め
て
基
準
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
公
共
工
事
で
は
年
間
を
通
じ
た
工
事
量
を
安
定

さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
、
施
工
時
期
等
の
平
準
化
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
発
注
者
に
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
新
・
担
い
手
３
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の
具
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
も
建
設
業
が
働
き
方
改
革
や

生
産
性
向
上
を
推
進
す
る
た
め
に
不
可
欠
と
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
現
状
を
ま
と
め
た
。

　

ま
た
長
時
間
労
働
是
正
や
ｉ
―
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
な
ど
の

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
技
術
開

発
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
た
安
全
衛
生
の
取
り
組
み
な

ど
の
状
況
に
関
し
て
は
、
基
準
見
直

し
の
際
に
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て

基
準
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
と
し
た
。

　

７
月
20
日
に
開
か
れ
た
中
建
審
の

総
会
で
は
、
建
設
業
関
係
団
体
の
委

員
か
ら
公
共
・
民
間
の
発
注
者
を
含

め
て
基
準
の
考
え
方
を
普
及
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が
相
次
ぎ
、

特
に
市
町
村
を
含
め
た
地
方
自
治
体

へ
の
早
期
浸
透
を
求
め
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　

日
本
建
設
業
連
合
会
の
山
内
隆
司

会
長
は
、
建
設
工
事
に
お
け
る
適
正

工
期
の
在
り
方
を
初
め
て
具
体
化
し

た
「
工
期
に
関
す
る
基
準
」
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
は
「
大
変
画
期
的
で
あ

り
、
官
民
を
挙
げ
た
各
種
施
策
の
成

果
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
建
設
業

界
と
し
て
、
基
準
に
準
拠
し
て
い
く

責
務
が
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
た
。

　

基
準
は
適
切
に
運
用
さ
れ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
公
共
・
民
間
の
発

注
者
は
も
と
よ
り
、
受
注
者
も
下
請

け
の
専
門
工
事
業
者
に
ま
で
し
わ
寄

せ
が
及
ば
な
い
よ
う
業
界
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
、本
当
の
意
味
で「
画

期
的
」
な
基
準
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

る
住
宅
・
不
動
産
、
鉄
道
、
電
力
、

ガ
ス
の
４
分
野
に
関
し
て
分
野
別
の

考
慮
事
項
を
記
載
し
た
。

　

他
に
も
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向

上
を
図
る
上
で
優
良
な
事
例
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
や

同
基
準
を
運
用
す
る
際
に
考
慮
す
る

点
と
し
て
著
し
く
短
い
工
期
と
疑
わ

れ
る
場
合
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
工

期
等
の
設
定
な
ど
に
も
言
及
し
て
い

る
。

　

同
基
準
は
今
後
の
運
用
状
況
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
が
あ
る
場
合

は
適
宜
、
見
直
し
な
ど
の
措
置
を
講

じ
る
予
定
だ
。

の
結
果
、
平
準
化
の
取
り
組
み
が
未

実
施
だ
っ
た
団
体
の
改
善
が
大
幅
に

進
み
、
未
実
施
の
団
体
も
お
お
む
ね

前
向
き
な
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。

　

今
後
も
地
方
自
治
体
で
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
来
年
度
以
降

の
平
準
化
の
実
践
と
全
体
的
な
底
上

げ
に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。

「工期に関する基準」の工程別に考慮すべき事項
❶資機材調達・人材確保　資機材の流通状況や職種・地域により特定の人材が不足する場合があるた
め、必要に応じ、それぞれの調達に要する時間

❷資機材の監理や周辺設備　工事用資機材の保管および仮置き場の設置や駐車場の確保、宿泊施設の
手配等に要する時間　など

❸その他

❶完了検査　自主・消防・官公庁等の完了検査に要する時間
❷引き渡し前の後片付け、清掃等の後片付け期間
❸原形復旧条件

❶基礎工事　杭、山留等に関する考慮事項
❷土工事　地山掘削、盛土工事に関する考慮事項
❸躯体工事　構法、鉄骨等に関する考慮事項
❹シールド工事　シールドマシンの製作時間、先行作業　など
❺設備工事　荷揚げ設備による制約（クレーン、エレベーター、リフト、構台）やサッシ・建具の取
り付けの遅れ等に関する考慮事項

❻機器製作期間・搬入時期
❼仕上工事　地山掘削、盛土工事に関する考慮事項　塗装工事・タイル工事等に関する考慮
❽前面および周辺道路条件の影響
❾その他　アスベスト対応（届出、前処理、除去作業、事後処理）に要する時間

（３）後片付け段階

（２）施工段階

（１）準備段階

「工期に関する基準」を勧告
適
正
工
期
で
請
負
契
約
へ

平
準
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
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赤
羽
国
交
大
臣
（
右
）
へ
検
討
結
果
が
答
申
さ
れ
た
（
７
月
９
日
）

　

国
土
交
通
省
の
防
災
・
減
災
対
策

本
部
が
７
月
に
「
総
力
戦
で
挑
む
防

災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
い
の
ち

と
く
ら
し
を
ま
も
る
防
災
減
災
〜
」

を
ま
と
め
た
＝
上
表
参
照
＝
。
省
内

の
全
部
局
が
連
携
し
分
野
横
断
的
な

検
討
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
本
格

的
な
出
水
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
具
体
的
な

施
策
と
し
て
実
行
に
移
す
。

　

氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
し
た
河
川

数
が
２
０
１
４
年
と
比
較
し
て
約
５

倍
に
な
る
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
が

顕
在
化
す
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」

へ
の
転
換
を
打
ち
出
し
、
昨
年
の
台

風
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
７
水
系

の
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

同
様
、
全
国
の
一
級
水
系
で
も
流
域

全
体
で
早
急
に
実
施
す
べ
き
対
策
の

全
体
像「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
示
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
の

事
前
防
災
を
加
速
さ
せ
る
。
今
後
、

中
間
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
本
年
度

中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
す
る
。

　

気
候
変
動
の
影
響
を
反
映
し
た
治

水
計
画
等
へ
の
見
直
し
も
図
る
。
地

域
ご
と
の
具
体
的
な
対
策
の
実
装
に

向
け
詳
細
な
評
価
を
進
め
、
河
川
、

海
岸
、
港
湾
、
下
水
道
に
関
す
る
整

備
計
画
や
施
設
の
基
準
を
気
候
変
動

の
影
響
を
考
慮
し
た
も
の
に
す
る
。

気
候
変
動
で
降
雨
量
等
が
増
加
し
た

場
合
で
も
国
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
抜
本
的
な
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
に
着
手
す
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
や
地
域
防

災
力
の
強
化
も
主
要
施
策
と
す
る
。

持
続
可
能
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク

ル
の
実
現
へ
国
交
省
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
（
行
動
計
画
）
を
年
度
内

に
改
定
す
る
ほ
か
、
改
正
土
地
基
本

法
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
実
施
と
新

た
な
手
法
も
活
用
し
た
地
籍
調
査
の

円
滑
化
・
迅
速
化
を
図
る
。
自
治
体

支
援
と
し
て
権
限
代
行
を
道
路
以
外

で
も
拡
充
す
る
考
え
で
、
国
や
都
道

府
県
が
管
理
す
る
河
川
が
決
壊
し
た

場
合
、
近
傍
の
被
災
河
川
も
国
が
災

害
復
旧
事
業
を
代
行
で
き
る
よ
う
対

象
拡
充
を
検
討
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
踏
ま
え
た

今
後
の
国
土
の
あ
り
方
を
検
討
、
21

年
夏
ご
ろ
に
結
果
を
ま
と
め
る
。

　

新
技
術
の
活
用
に
よ
る
防
災
・
減

災
の
高
度
化
・
迅
速
化
で
は
、
災
害

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
に
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）、
ド
ロ
ー
ン
、
５

Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）、
衛
星
シ
ス
テ
ム
等
の
新
技
術

を
導
入
。イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
も
強
力
に
推
進
す
る
。
非
接

触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
工
事
施
工
や
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た
新
た
な

働
き
方
へ
の
転
換
と
抜
本
的
な
生
産

性
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
感
染

症
リ
ス
ク
に
も
対
応
し
つ
つ
防
災
・

減
災
対
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　

他
に
も
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
の
推
進
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
を

巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
の
推
進
に
よ

り
防
災
・
減
災
に
関
す
る
国
民
意
識

を
普
段
か
ら
高
め
、
事
前
に
社
会
全

体
が
災
害
へ
備
え
る
力
を
向
上
さ
せ

る
考
え
だ
。

　

国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
審

議
会
が
検
討
し
て
き
た
「
気
候
変
動

を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り

方
」
が
ま
と
ま
り
、
河
川
分
科
会
の

【氾濫危険水位を超過した河川数は増加傾向にある】

2014

83

2015

159

2016

368

2017

455
国管理

都道府県管理

2018

474

2019

403

小
池
俊
雄
会
長
（
土
木
研
究
所
水
災

害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ

ン
タ
ー
長
）
か
ら
赤
羽
一
嘉
大
臣
へ

答
申
さ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が

流
域
全
体
で
行
う
持
続
可
能
な
「
流

域
治
水
」
へ
の
転
換
を
提
言
し
て
い

る
。

　

答
申
で
は
、
近
年
、
毎
年
の
よ
う

に
激
甚
な
水
災
害
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
水
防
災
意
識

社
会
」
を
再
構
築
す
る
取
り
組
み
を

一
歩
進
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
意
識
・
行
動
に
防
災
・
減
災
を

考
慮
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
る

「
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会

の
形
成
」
を
目
指
し
、
流
域
全
体
で

行
う
持
続
可
能
な
治
水
対
策
へ
の
転

換
が
必
要
と
強
調
。赤
羽
大
臣
は「
総

力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
お
い
て
も
「
流
域
治
水
」

へ
の
転
換
が
中
核
に
な
っ
て
い
る
と

し
、
実
行
段
階
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
対
応
す
る
考
え
を
伝
え
た
。

　
「
流
域
治
水
」
の
施
策
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
、
治
水
計
画
を
「
気
候
変

動
に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
な
ど
を
考

慮
し
た
も
の
」
に
見
直
し
、
集
水
域

と
河
川
区
域
の
み
な
ら
ず
、
氾
濫
域

も
含
め
て
一
つ
の
流
域
と
し
て
捉

え
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
①
氾
濫

を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
対
策
②
被
害
対

象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策
③
被

害
の
軽
減
・
早
期
復
旧
・
復
興
の
た

め
の
対
策
を
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一

体
で
多
層
的
に
進
め
る
と
し
た
。

　

速
や
か
に
実
施
す
べ
き
施
策
で

は
、
▽
将
来
の
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
計
画
・

設
計
基
準
の
見
直
し
▽

事
前
防
災
対
策
の
加
速

▽
さ
ら
な
る
堤
防
強
化

▽
下
水
道
施
設
の
耐
水

化
の
推
進
▽
土
地
の
リ

ス
ク
情
報
充
実
▽
ま
ち

づ
く
り
、
住
ま
い
方
の

工
夫
▽
被
災
自
治
体
の

災
害
応
急
対
策
へ
の
支

援
▽
観
測
の
充
実
や
新

た
な
開
発
―
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　切迫する災害に対する危機意識を共有・発信し、全ての施策を国民目線で再編することで、行政が
行う防災対策を分かりやすいものに転換する取り組みが国土交通省で始まった。赤羽一嘉大臣が主導
し、７月にまとまった「総力戦で挑む防災・減災プロジェクト」に盛り込まれた施策は具体化が進ん
でおり、災害から国民の命と暮らしを守るため、行政機関、民間企業、国民一人一人が意識・行動・
仕組みに防災・減災を考慮することが当たり前となる社会の実現につなげる考えだ。

総力戦で挑む防災・減災プロジェクトの主要施策（抜粋）

●「令和元年東日本台風」で甚大な被害を受けた７水系の「緊急治水対策プロジェクト」と同様に、全国の一級水系でも流
域全体で早急に実施すべき対策の全体像「流域治水プロジェクト」を示し、ハード・ソフト一体の事前防災対策を加速
（全国の一級水系を対象に夏ごろまでに中間とりまとめを行い、2020年度中にプロジェクトを策定）

●あらゆる関係者により流域全体で行う「流域治水」への転換

●気候変動の影響を踏まえた地域ごとの具体な対策を実装するための詳細な評価を進め、河川、海岸、下水道に関する整備
計画や施設の基準について気候変動の影響を考慮したものとし、抜本的な対策を推進

●気候変動の影響を反映した治水計画等への見直し

●都市計画法等改正による災害ハザードエリアにおける開発抑制（2022年4月施行予定）
●災害ハザードエリアからの移転促進、立地適正化計画の強化（防災指針の追加、2020年9月施行予定）
●水災害対策と連携した都市開発プロジェクトにおける容積率緩和制度創設（2020年夏まで）

●防災・減災のためのすまい方や土地利用の推進

●国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）の改定（2020年度内）
●改正土地基本法に基づく取り組み実施と新たな手法も活用した地籍調査の円滑化・迅速化
●新型コロナウイルス感染症の感染拡大も踏まえた今後の国土のあり方について検討（2021年夏ごろとりまとめ）

●インフラ老朽化対策や地域防災力の強化

●災害に関するあらゆるプロセスにＡＩ、ドローン、５Ｇ、衛星システム等の新技術を導入し防災・減災の取り組みを高度
化・迅速化
●インフラ分野のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を強力に推進し、非接触・リモート型の工事施工やＢＩＭ
／ＣＩＭを活用した新たな働き方改革への転換と抜本的な生産性向上を実現することで、感染症リスクにも対応しつつ防
災・減災対策を展開

●新技術の活用による防災・減災の高度化・迅速化

●災害リスク情報と建物の高さなど土地利用に関する情報を地図上で３Ｄ表示（2020年度に30～40都市で先行実施）
●流域治水プロジェクトの必要性・効果・実施内容等をわかりやすく情報発信（2020年度中）

●わかりやすい情報発信の推進

防災・減災プロジェクトが始動
「
流
域
治
水
」へ
の
転
換
を

総
力
戦
で
対
策
に
挑
む
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東
　
建

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
人
が
参
加

　

東
京
建
設
業
協
会
・
東
京

土
木
施
工
管
理
技
士
会
は
７

月
30
日
に
「
令
和
２
年
度
関

東
地
方
整
備
局
の
入
札
・
契

約
、
総
合
評
価
の
実
施
方
針

等
に
関
す
る
説
明
会
」
を
ウ

ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
開
催

し
た
。
登
録
は
無
料
で
約
２

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

内
容
は
①
２
０
２
０
年
度

入
札
・
契
約
、
総
合
評
価
の

実
施
方
針
等
②
営
繕
工
事
に

お
け
る
各
種
取
り
組
み
③
ｉ

―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
、
新
技

術
活
用
）
の
取
り
組
み
④
円

滑
な
施
工
確
保
に
向
け
た
各

種
取
り
組
み
⑤
関
東
地
方
整

備
局
か
ら
の
情
報
提
供
―
な

ど
。
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
の
担
当
者
が
説
明
し

た
。
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
っ
た
。

参
加
者
は
９
倍
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

土木学会
　

土
木
学
会
が
６
月
８
日
に

開
催
し
た
令
和
元
年
度
会
長

特
別
委
員
会
「
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
（
鉄
道
）
特
別

委
員
会　

成
果
報
告
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た

こ
と
で
、
参
加
者
が
例
年
の

約
１
２
０
人
か
ら
、
１
１
０

０
人
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。

　

土
木
学
会
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
を
推
奨
し
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
発
災
か
ら
10
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
リ
レ

ー
形
式
で
開
催
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
の

方
式
で
進
め
る
。

　

７
月
４
日
に
開
い
た
第
１

回
「
震
災
復
興
10
年
の
成
果

と
課
題
を
俯
瞰
す
る　

今
後

の
備
え
へ
の
教
訓
」
は
、
土

木
学
会
東
北
支
部
が
主
催

し
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
等
が
後
援
。
こ
の
10

年
の
復
興
を
総
括
し
、
そ
の

成
果
や
教
訓
を
今
後
の
社
会

と
土
木
技
術
者
の
あ
り
方
を

問
う
こ
と
を
目
的
に
２
つ
の

話
題
提
供
と
学
識
経
験
者
に

よ
る
討
論
を
行
っ
た
。

　

議
論
の
成
果
は
、
９
月
９

日
開
催
の
第
２
回
リ
レ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
日
本
大
震

災
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
接

続
点
」
に
引
き
継
ぐ
。

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
（
建
災
防
）
は
毎
年

９
月
に
２
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
て
い
る
全
国
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
に

つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
形
式
で

実
施
す
る
方
針
を
決
定
し

た
。
例
年
大
会
資
料
と
し

て
作
成
し
て
い
る
研
究
論

文
等
を
収
録
し
た
大
会
資

料
集
に
つ
い
て
は
、
８
月

17
日
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
、
９
月
下
旬
よ
り
頒
布

す
る
。

　

当
初
「
第
57
回
全
国
建

設
業
労
働
災
害
防
止
大
会

in
仙
台
」は
、９
月
24
日
、

25
日
の
両
日
に
宮
城
県
仙

台
市
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
た
。
し
か
し
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
そ
の
終
息
時
期
が
不
明

確
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
来
場
者
及
び
関
係
者

の
安
全
を
第
一
に
考
慮
し

た
結
果
、
９
月
24
日
よ

り
、
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
す
る
ウ
ェ
ブ

形
式
に
よ
る
「
第
57
回
全

国
建
設
業
労
働
災
害
防
止

大
会
（
仙
台
大
会
）」
を

期
間
を
設
け
て
行
う
こ
と

に
し
た
。

　

内
容
は
、
会
長
あ
い
さ

つ
、祝
辞
、安
全
の
誓
い
、

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
工
事
安
全
対
策
特
別

部
会
の
発
表
論
文
、
他
専

門
部
会
の
発
表
論
文
の
概

要
等
。

　

大
会
は
例
年
、
初
日
に

５
０
０
０
人
近
く
を
集

め
、
総
合
集
会
を
開
催
。

建
災
防
会
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
国
土

交
通
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
を
は
じ
め
、
開
催
地
の

県
知
事
、
市
長
か
ら
の
祝

辞
等
が
紹
介
さ
れ
、
安
全

衛
生
表
彰
・
顕
彰
基
金
に

よ
る
顕
彰
、
特
別
講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
特
別

講
演
が
行
わ
れ
る
。

　

２
日
目
に
は
数
会
場

で
、
建
築
、
土
木
、
安
全

衛
生
教
育
、
低
層
住
宅
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
コ
ス

モ
ス
等
の
専
門
部
会
に
よ

る
研
究
発
表
・
事
例
発

表
、
講
和
・
講
座
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

催
し
て
い
る
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
建

設
業
の
労
働
安
全
衛
生
に

関
す
る
新
た
な
潮
流
を
感

知
し
、
今
後
の
進
む
べ
き

方
向
性
に
つ
い
て
模
索
す

る
た
め
、
い
ま
建
設
安
全

の
関
係
者
か
ら
最
も
注
目

を
集
め
て
い
る
４
人
の
大

学
教
授
と
建
災
防
専
務
理

事
が
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て

講
義
を
し
、
そ
の
後
意
見

を
出
し
合
う
内
容
。

　

ま
た
並
行
し
て
「
安
全

衛
生
保
護
具
・
測
定
機
器
・

安
全
標
識
等
展
示
会
」
も

催
さ
れ
、
建
設
関
連
企
業

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
多

く
の
参
加
者
が
訪
れ
て
い

る
。

　

昨
年
の
第
56
回
大
会
は

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
知
恵

を
絞
っ
て
リ
ス
ク
を
低
減

　

感
性
高
め
て
摘
み
取
る

危
険　

意
識
高
め
て
守
る

安
全
」
と
し
、
福
岡
国
際

会
議
場
と
隣
接
す
る
福
岡

サ
ン
パ
レ
ス
が
会
場
と
な

っ
た
。

ウ
ェ
ブ
形
式
で
開
催

第
57
回
全
国
労
働
災
害
防
止
大
会

建 災 防

地
方
ブ
ロッ
ク
意
見
交
換
で

建 コ ン

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
は
、
２
０
２
０
年
度
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る

開
催
や
対
面
と
ウ
ェ
ブ
会
議

の
併
用
等
で
開
催
す
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
従
前
の
方
式
に
よ
る
開
催

は
困
難
と
判
断
し
た
た
め
、

地
方
支
部
と
調
整
し
て
い

る
。
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
関
し
て
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
案
提
案
な
ど
も
行

う
考
え
。

　

意
見
交
換
は
、
全
10
地
区

で
国
土
交
通
省
地
方
整
備
局

や
地
方
自
治
体
と
行
う
も
の

で
、
８
月
６
日
の
九
州
を
皮

切
り
に
、
北
陸
９
月
８
日
、

関
東
は
同
９
日
に
実
施
し
、

最
終
の
沖
縄
は
11
月
頃
を
予

定
し
て
い
る
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は

①
担
い
手
確
保
・
育
成
の
た

め
の
環
境
整
備
②
技
術
力
に

よ
る
選
定
③
品
質
の
確
保
・

向
上
―
に
つ
い
て
、
要
望
と

提
案
を
行
う
。

　

担
い
手
確
保
・
育
成
の
た

め
の
環
境
整
備
で
は
、
昨
年

の
労
働
基
準
法
改
正
に
よ

り
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
２
〜
６
カ
月
平
均
で
月
に

80
時
間
以
上
の
残
業
が
あ
る

場
合
、
罰
則
規
定
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
納
期
の
年
度
末
集

中
実
態
改
善
を
訴
え
て
い

く
。

　

技
術
力
に
よ
る
選
定
は
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
・
総
合

評
価
落
札
方
式
な
ど
の
的
確

な
運
用
・
改
善
を
、
品
質
の

確
保
・
向
上
で
は
任
意
仮
設

に
よ
る
参
考
図
、
指
定
仮
設

に
よ
る
設
計
図
の
取
り
扱
い

や
責
任
の
所
在
明
確
化
と
歩

掛
り
の
改
善
を
そ
れ
ぞ
れ
求

め
る
。

　

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い

て
高
野
登
会
長
は
「
初
め
て

な
の
で
不
安
と
期
待
が
半
分

ず
つ
。
た
だ
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
は
必
須
な
事
」
と
心
境

を
語
っ
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
在
宅
勤
務
を
取
り
入
れ
る
企
業
が
増
え
た
。
ま
た
感
染
症
予
防
と

し
て
３
密
を
避
け
る
た
め
、
毎
年
定
期
開
催
さ
れ
る
各
団
体
に
よ
る
総
会
や
講
習
会
が
相
次
い
で
中
止
・
延
期
と

な
っ
て
い
る
。
規
模
を
縮
小
し
た
り
、
書
面
に
よ
る
開
催
も
行
っ
て
い
る
が
、
解
消
策
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
（
テ
レ

ビ
）
会
議
を
採
用
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
む
し
ろ
最
近
は
規
模
に
関
わ
ら
ず
会
議
に
取
り
入
れ
て
い
る
団
体
等

も
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
そ
う
だ
。
利
用
の
際
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
い
っ
た
最
低

限
の
設
備
は
必
要
だ
が
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
人
と
の
接
触
を
避
け
る
と
い
う
点
や
移
動
に
係
る
費
用
、
時
間
、

労
力
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上
の
面
で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
建
設
業
連
合
会
（
日

建
連
）
は
、
毎
年
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
全
国
９
地
区

の
国
土
交
通
省
地
方
整
備
局

な
ど
公
共
発
注
機
関
と
の
意

見
交
換
会
を
テ
レ
ビ
会
議
で

行
っ
た
＝
上
写
真
＝
。
意

見
交
換
会
を
テ
レ
ビ
会
議
で

実
施
す
る
の
は
初
め
て
。

　

整
備
局
の
会
議
室
と
日
建

連
本
部
の
会
議
室
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ん
で
実
施
。
こ
れ

ま
で
１
２
０
分
だ
っ
た
会
議

時
間
を
90
分
に
短
縮
し
、
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
交
換
し

た
後
、
自
由
討
議
の
時
間
を

設
け
、
社
会
資
本
整
備
や
建

設
産
業
の
役
割
で
中
長
期
的

な
方
向
性
を
話
し
合
い
、
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も
議

論
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
働
き
方
改
革
促
進
を
加
速

さ
せ
る
な
ど
の
感
想
が
多
か

っ
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
の
テ

レ
ビ
会
議
と
な
っ
た
が
、
宮

本
洋
一
土
木
本
部
長
は
「
最

初
は
危
惧
す
る
面
も
あ
っ
た

が
、
あ
ら
か
じ
め
課
題
を
出

し
合
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

た
。
た
だ
顔
を
合
わ
せ
て
い

な
い
分
、
双
方
向
の
議
論
を

交
わ
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
世
の
中
は
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
、
在
宅
勤
務
と
い
う

新
し
い
生
活
体
系
を
生
み
出

し
た
。
も
は
や
時
間
の
制
約

に
よ
る
評
価
で
は
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
建
設
業
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
適
用
を
促
進
す
る
の
に
も

寄
与
し
た
部
分
も
あ
る
。
コ

ロ
ナ
に
よ
り
発
注
時
に
特
別

の
配
慮
が
あ
っ
た
が
、
平
常

時
で
も
使
え
る
よ
う
に
出
来

る
こ
と
が
建
設
業
の
変
革
に

つ
な
が
る
」
と
分
析
し
た
。

　

さ
ら
に
「
社
会
基
盤
整
備

を
担
う
建
設
業
が
、
い
か
に

大
切
な
産
業
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
担
い
手
確
保
へ
さ
ま

ざ
ま
な
手
を
打
っ
て
い
く
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
地
方

整
備
局
側
と
は
共
通
の
認
識

が
深
め
ら
れ
た
」
と
好
感
触

を
得
て
い
た
。

　

清
水
琢
三
副
部
長
は
「
関

東
地
区
、
近
畿
地
区
の
会
議

は
、
緊
急
事
態
宣
言
中
と
い

う
事
も
あ
り
、
緊
迫
感
が
特

に
強
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策

に
伴
い
、
働
き
方
改
革
、
生

産
性
向
上
が
加
速
す
る
と
思

う
。
こ
こ
数
年
会
議
で
は
成

功
事
例
の
紹
介
が
さ
れ
て
い

る
が
、
成
果
は
着
実
に
表
れ

て
い
る
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
に

関
し
て
は
、
北
陸
地
整
が
工

事
段
階
で
の
変
更
、
長
寿
化

を
含
め
た
総
合
評
価
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
き
、
一
歩
前

進
し
た
」
と
振
り
返
り
、
今

回
か
ら
採
用
し
た
自
由
討
議

の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
に
つ
い

て
は
「
参
考
に
な
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
技
術
開
発
で

は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
要
望
等
も
貴
重
で
、

良
い
内
容
と
な
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。

　

竹
中
康
一
副
本
部
長
は

「
限
ら
れ
た
人
数
で
の
意
見

交
換
だ
っ
た
が
、
働
き
方
改

革
、
生
産
性
向
上
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
を
機
に
建
設
産
業
が
大

き
く
変
わ
る
時
期
、
変
わ
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

会
議
内
容
と
な
っ
た
。
最
も

大
切
な
の
は
技
能
労
働
者
の

処
遇
改
善
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
及
し

た
。

　

新
井
英
雄
副
本
部
長
は

「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
に
つ
い
て

は
一
部
で
進
ん
で
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
壁
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
る
。
次
年
度
以
降
に

期
待
し
た
い
。
テ
レ
ビ
会
議

は
少
人
数
で
あ
る
の
で
、
な

か
な
か
意
見
が
聞
け
な
く
残

念
だ
っ
た
」
と
率
直
な
感
想

を
話
し
た
。

初
の
テ
レ
ビ
会
議
実
施

全
国
９
地
区
の
意
見
交
換
会

日 建 連

ウ
ェ
ブ
会
議
ス
タ
ー
ト

ウェブ上での
会議・講習進む 新たな働き方加速

ウェブ会議で行われた意見交換会

昨年福岡国際センターで行われた全国大会

ウェブセミナーの様子
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石
田
部
会
長
（
左
）
が
赤
羽
大
臣
へ
提
言
し
た（
６
月
18
日
）

　

国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と

し
た
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の

働
き
方
へ
の
転
換
や
安
全
性
向

上
な
ど
を
図
る
た
め
、
デ
ー
タ

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
進
め
る
。
７
月
29

日
に
「
国
土
交
通
省
イ
ン
フ
ラ

分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
の
初

会
合
を
開
催
し
、
省
内
横
断
的

な
施
策
の
検
討
に
入
っ
た
。
年

度
末
に
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

　

Ｄ
Ｘ
の
概
念
は
、
進
化
し
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る

こ
と
で
人
々
の
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と
。

社
会
経
済
状
況
の
激
し
い
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ

分
野
で
も
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
、
国
民
の
ニ
ー

ズ
を
も
と
に
し
た
社
会
資
本
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
変
革
す
る
と

と
も
に
、
業
務
そ
の
も
の
、
組

織
、
プ
ロ
セ
ス
、
建
設
業
や
国

交
省
の
文
化
・
風
土
、
働
き
方

を
変
革
し
て
イ
ン
フ
ラ
へ
の
国

民
理
解
を
促
進
す
る
ほ
か
、
安

全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
の
実

現
に
つ
な
げ
る
。

　

国
交
省
で
は
▽
「
行
動
の
Ｄ

Ｘ
」
▽
「
知
識
・
経
験
」
の
Ｄ

Ｘ
▽
「
モ
ノ
」
の
Ｄ
Ｘ
―
を
中

心
に
施
策
を
検
討
。「
行
動
」

の
Ｄ
Ｘ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓

延
す
る
状
況
下
で
も
「
３
密
」

を
避
け
て
現
場
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
映
像
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
監
督
検
査
な
ど
対
面
主
義

に
と
ら
わ
れ
な
い
建
設
現
場
の

新
た
な
働
き
方
を
推
進
。
ど
こ

で
も
可
能
な
現
場
確
認
を
目
指

す
。

　
「
知
識
・
経
験
」
の
Ｄ
Ｘ
で

は
、
施
工
の
段
取
り
や
イ
ン
フ

ラ
点
検
に
お
け
る
熟
練
技
能
者

の
判
断
結
果
を
教
師
デ
ー
タ
と

し
、
民
間
に
提
供
す
る
こ
と
で

民
間
の
Ａ
Ｉ
開
発
を
促
進
し

て
、
建
設
施
工
や
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
を
変
革
。

誰
で
も
す
ぐ
に
現
場
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
「
モ
ノ
」
の
Ｄ
Ｘ
で
は
、
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
に
よ
る

建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
を

図
る
。
複
数
の
図
面
か
ら
推
察

し
て
い
た
内
部
構
造
や
組
立
形

状
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
数
量
や
工
事
費
の
自

動
化
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
受

発
注
者
双
方
の
働
き
方
を
変
え

る
。
国
交
省
で
は
２
０
２
３
年

度
ま
で
に
小
規
模
な
も
の
を
除

く
全
て
の
公
共
工
事
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
原
則
適
用
す
る
。

　

今
後
、
現
場
や
研
究
所
と
連

携
し
た
推
進
体
制
を
構
築
し
、

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備

や
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備
な
ど

を
行
い
、
３
次
元
デ
ー
タ
等
を

活
用
し
た
新
技
術
の
開
発
・
導

入
促
進
と
人
材
育
成
を
行
う
。

　

初
会
合
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
Ｄ
Ｘ
に
向
け
て
関
係
部
局

や
機
関
が
進
め
る
取
り
組
み
状

況
を
共
有
し
た
。

　

本
部
長
の
山
田
邦
博
技
監

は
、
各
分
野
・
施
策
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
中
で

「
も
う
一
度
こ
こ
で
デ
ジ
タ
ル

化
を
全
省
的
に
考
え
、
横
断
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
国

土
交
通
省
が
所
管
す
る
分
野
の

文
化
や
風
土
を
変
え
て
い
く
観

点
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

要
請
し
た
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
普
及
・

活
用
に
向
け
た
官
民
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
ま
と
ま
っ
た
。
２
０

２
３
年
度
か
ら
の
建
退
共
の
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
完
全
移
行
お
よ
び
、
そ

れ
と
連
動
し
た
あ
ら
ゆ
る
工
事

に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
完
全
実
施

を
目
指
し
、
官
民
が
連
携
し
て

各
種
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

　

20
年
度
は
国
土
交
通
省
直
轄

の
一
般
土
木
工
事
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

象
工
事
）
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
義
務
化
モ
デ
ル
工
事
を
試
行

す
る
ほ
か
、
受
注
者
希
望
型
と

し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
推
奨
モ
デ

ル
工
事
を
試
行
。
他
に
も
地
元

業
界
の
理
解
を
踏
ま
え
、
Ａ
ラ

ン
ク
以
外
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
推

奨
モ
デ
ル
工
事
の
試
行
検
討
が

進
ん
で
い
る
。

　

21
年
度
以
降
は
段
階
的
に
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
工
事
の
対
象
を
拡

大
し
、
建
退
共
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活

用
へ
の
完
全
移
行
と
連
動
し
て

公
共
工
事
等
で
の
活
用
を
原
則

化
す
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
完
全
実
施
を
通

じ
て
建
設
技
能
者
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
賃
金
支
払
い
の
実
現
、

さ
ら
な
る
利
便
性
・
生
産
性
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

都
道
府
県
に
お
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
を
普
及
・
促
進
す
る
に
当
た

り
、
現
在
、
８
割
が
企
業
評
価

を
導
入
ま
た
は
検
討
中
で
あ
る

こ
と
が
国
交
省
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
本
年
度
上
期
ブ

ロ
ッ
ク
監
理
課
長
等
会
議
に
先

立
ち
調
べ
た
も
の
で
、
本
年
度

内
の
実
施
予
定
を
含
め
て
８
県

が
企
業
評
価
を
導
入
し
、
31
都

道
府
県
で
評
価
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
４
月
に
直
轄
事

業
で
の
モ
デ
ル
工
事
や
先
行
す

る
県
に
よ
る
総
合
評
価
で
の
加

点
等
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

要
請
し
て
お
り
、
本
年
度
か
ら

は
入
札
契
約
実
施
状
況
調
査
等

に
お
い
て
、
市
町
村
を
含
め
た

地
方
自
治
体
で
の
導
入
状
況
も

調
査
す
る
方
針
だ
。

　

先
行
す
る
８
県
の
う
ち
、
総

合
評
価
等
で
加
点
す
る
の
は
長

野
県
、
山
梨
県
、
滋
賀
県
、
福

島
県
で
、
政
令
市
の
浜
松
市
で

も
導
入
済
み
。
入
札
参
加
資
格

審
査
で
加
点
す
る
の
は
静
岡
県

と
福
岡
県
。
宮
城
県
は
国
と
類

似
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
モ
デ
ル
工
事
の

実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
１

年
度
か
ら
の
次
期
無
電
柱
化
推

進
計
画
策
定
に
向
け
た
議
論
を

進
め
て
い
る
。
８
月
下
旬
ま
で

に
次
期
推
進
計
画
に
盛
り
込
む

べ
き
施
策
項
目
の
基
本
方
針
を

取
り
ま
と
め
、９
月
以
降
、個
別

具
体
の
施
策
の
検
討
に
入
る
。

　

国
交
省
が
示
し
た
基
本
的
な

方
向
性
の
う
ち
、
注
目
は
低
コ

ス
ト
手
法
の
普
及
・
拡
大
と
事

業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
策
で
、

計
画
段
階
か
ら
関
係
者
間
で
協

議
・
調
整
を
進
め
る
こ
と
や
、

設
計
、支
障
移
転
、本
体
工
事
、

引
込
管
工
事
、
事
業
調
整
等
を

包
括
し
て
発
注
す
る
こ
と
で
同

時
施
工
や
調
整
の
円
滑
化
を
図

る
こ
と
を
本
格
実
施
す
る
。
ま

た
設
計
要
領
や
仕
様
書
、
積
算

基
準
等
に
盛
り
込
ん
で
標
準
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
に
も
情
報
提
供
す
る
。

　

包
括
発
注
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
の
試
行
に
当
た
っ
て

は
、
関
係
省
庁
が
連
携
す
る
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し

て
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
、
仕

組
み
を
確
立
す
る
。
全
国
10
カ

所
程
度
で
モ
デ
ル
事
業
を
選
定

し
た
上
で
包
括
発
注
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
等
で
支
援
を
行
う
。
Ｗ
Ｇ

で
は
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
踏

ま
え
て
、「
電
線
共
同
溝
包
括

発
注
の
手
引
き
（
仮
称
）」
を

作
成
す
る
。
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

の
試
行
に
よ
り
、
平
均
約
７
年

の
事
業
期
間
を
約
４
年
に
短
縮

し
て
い
く
。

　

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
進
捗

状
況
は
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
分
を
含
め
て
計
画
延
長
約

２
４
０
０
㎞
（
約
２
０
５
０
カ

所
）
の
う
ち
、
19
年
度
末
ま
で

に
約
９
０
０
㎞
（
約
８
８
０
カ

所
）
に
着
手
し
て
い
る
。

　

計
画
を
19
年
度
末
ま
で
に
策

定
し
た
地
方
自
治
体
は
、
38
都

道
府
県
64
市
町
村
18
区
の
計
１

２
０
団
体
に
と
ど
ま
る
。
全
国

の
市
区
町
村
の
う
ち
、
無
電
柱

化
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
自

治
体
は
４
分
の
１
程
度
で
、
推

進
に
当
た
り
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
の
計

画
策
定
推
進
や
経
験
が
少
な
い

自
治
体
に
対
す
る
技
術
的
支
援

の
充
実
、
地
方
部
で
の
広
報
・

啓
発
活
動
な
ど
も
進
め
る
。

　

国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整

備
審
議
会
・
基
本
政
策
部
会（
部

会
長
＝
石
田
東
生
・
筑
波
大
学

名
誉
教
授
）
は
、
６
月
18
日
に

赤
羽
一
嘉
大
臣
へ
中
長
期
的
な

道
路
政
策
の
方
向
性
を
示
す
ビ

ジ
ョ
ン
「
２
０
４
０
年
、
道
路

の
景
色
が
変
わ
る
〜
人
々
の
幸

せ
に
つ
な
が
る
道
路
〜
」
を
提

出
し
た
。

　

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
の
新
し
い
生
活
様

式
や
社
会
経
済
の
変
革
も
見
据

え
な
が
ら
、
お
よ
そ
20
年
後
の

日
本
社
会
を
念
頭
に
、
道
路
政

策
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
社

会
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

中
長
期
的
な
政
策
の
方
向
性
を

提
言
し
て
い
る
。

　

赤
羽
大
臣
は
「
道
路
の
景
色

が
変
わ
る
こ
と
で
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
、
楽
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
」
と
応

じ
、
提
言
の
具
体
化
を
図
る
考

え
を
伝
え
た
。
国
交
省
で
は
今

後
、
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
題

提
起
と
し
て
、
よ
り
良
い
も
の

へ
と
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、
改
善
を
重
ね
て

い
く
考
え
で
あ
り
、
企
業
や
大

学
等
か
ら
意
見
・
提
案
を
募
集

が
自
動
化
・
無
人
化
▽
店
舗（
サ

ー
ビ
ス
）
の
移
動
で
ま
ち
が

時
々
刻
々
と
変
化
▽
「
被
災
す

る
道
路
」
か
ら
「
救
援
す
る
道

路
」
に
―
の
５
つ
の
将
来
像
を

予
測
し
つ
つ
、
10
の
政
策
の
方

向
性
を
提
案
し
た
。

　

ま
た
国
交
省
は
同
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
対
応
す
る
た
め
の
当
面
の

道
路
施
策
を
発
表
。「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
の
道
路
施
策
と
し

て
、
今
後
の
流
行
へ
備
え
る
た

め
に
①
自
転
車
通
勤
・
通
学
の

促
進
②
物
流
事
業
者
が
利
用
す

る
休
憩
施
設
の
環
境
整
備
③
飲

食
店
の
営
業
再
開
時
に
お
け
る

３
密
対
策
で
臨
時
・
暫
定
的
な

路
上
活
用
―
を
行
う
。

　

自
転
車
通
勤
・
通
学
の
促
進

に
関
し
て
は
、
東
京
23
区
内
の

国
道
や
主
要
都
道
で
自
転
車
専

用
通
行
帯
等
を
約
17
㎞
整
備
す

る
ほ
か
、
23
区
を
対
象
と
し
た

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
計
画

を
秋
ま
で
に
策
定
し
、
お
お
む

ね
３
年
で
整
備
す
る
。
さ
ら

に
、
全
国
で
同
様
の
整
備
計
画

を
策
定
し
、
整
備
を
推
進
す
る

見
通
し
だ
。

国交省横断でＤＸ施策の検討に着手した（7月29日）

し
、
今
後
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」

の
道
路
施
策
を
検
討
し
て
い

く
。

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

道
路
政
策
の
原
点
は
「
人
々
の

幸
せ
の
実
現
」
で
あ
り
、
移
動

の
効
率
性
、
安
全
性
、
環
境
負

荷
等
の
社
会
的
課
題
に
対
し
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用

し
て
道
路
を
「
進
化
」
さ
せ
て

課
題
を
解
決
す
る
方
針
だ
。
ま

た
道
路
は
古
来
、
子
ど
も
が
遊

び
、
井
戸
端
会
議
を
行
う
な
ど

人
々
の
交
流
の
場
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
道
路
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
の
機
能
を

「
回
帰
」
さ
せ
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の
移

動
が
変
わ
り
、
道
路
の
景
色
が

ど
う
変
化
す
る
の
か
に
つ
い
て

▽
通
勤
・
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
が
消

滅
▽
公
園
の
よ
う
な
道
路
に
人

が
溢
れ
る
▽
人
・
モ
ノ
の
移
動

イ
ン
フ
ラ
分
野
に
Ｄ
Ｘ
を

無
電
柱
化
は
速
度
向
上
図
る

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
完
全
実
施
へ

道
路
政
策
で
新
ビ
ジ
ョ
ン

注目の施策で新たな動き

活用促進・推奨フェーズ 原則化フェーズ
2020年度～ 2023年度～

建退共
夏ごろ運用通知等改正 2020年度～ＣＣＵＳ活用電子申請の本格実施

公共工事における掛金充当等に係る履行強化と経審評価 民間工事も含
め、ＣＣＵＳ活
用へ完全移行10月から電子申請試行 民間レベルでの掛金充当の徹底（業界による自主的な

取り組み含む）

作業員
名簿

10月からの作業員名簿の義務化に併せて、労働者の現場入場時の社会保険加入状況の確認におけるＣＣ
ＵＳ活用を原則化

国直轄
発注

ＣＣＵＳ義務化モデル工事お
よびＣＣＵＳ活用推奨モデル
工事試行

2023年度からの建退共ＣＣＵＳ完全移行と連動した
公共・民間工事でのＣＣＵＳ完全実施に向けて段階的
に対象工事を拡大 あらゆる工事に

おけるＣＣＵＳ
完全実施

地元業界の理解踏まえAランク
以外の推奨モデル工事の検討

地公体
発注 先進県で総合評価等で加点 先進事例を参考に積極的な取り組みを要請。入契法に

基づく措置状況の公表、要請

民間発注 建退共ＣＣＵＳ完全実施に向けて積極的な取り組みを
要請

包括発注による無電柱化のスピードアップの試行

※同時施工、調整の円滑化により事業期間を約７年から約４年に短縮
⬅　　　　　　包括して発注　　　　　　➡

本体

支障物件移設

引込管

事業調整

入線・抜柱
（電線管理者）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

設計 工事

設計 工事

工事

工事

事業調整（一体的に実施）

設計

試掘
実施

同時施工
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表彰名称 工事場所 施工業者

【支社長表彰】
優秀工事 東京湾アクアライン連絡道金田橋（ロッキング橋

脚）耐震補強工事
㈱奥村組東京支店

＜表彰理由＞料金所通路が隣接する狭隘な施工ヤード内で、足場を工夫するなど現場に即した施工計画によ
り、料金所業務に支障を及ぼさず工事の進捗を図るとともに、近隣の小中学校への騒音抑制に努めるなど、品
質管理および安全管理にも配慮し無事故無災害で工事を完成させたこと。
安全管理優秀工事 横浜横須賀道路京浜管内舗装補修工事 前田道路㈱

西関東支店
＜表彰理由＞住宅密集地域の重交通区間で夜間交通規制を伴う厳しい条件のなか、重機接近を音と振動で知ら
せるヘルメットセンサーの配備や、社内独自の現場点検を頻繁に実施するとともに、外部講師を招き作業員へ
の安全指導強化を図るなど、労働安全衛生に努め無事故無災害で工事を完成させたこと。
品質管理優秀工事 常磐自動車道水戸北スマートＩＣ標識工事 ㈱アコオ
＜表彰理由＞料金所から一般道までの短い区間に、複数の標識を設置するため標識の視認性の確保とともに、
お客さまに分かりやすい案内とすべく仮標識を用いた実証実験を行って、お客さま目線での最適な位置・高
さ・角度を設定するなど、品質の確保を図り工事を完成させたこと。

【事務所長表彰】
所沢管理事務所長表彰 関越自動車道高坂地区のり面対策工事 日特建設㈱

東京支店
＜表彰理由＞急峻なのり面の直下に民家が隣接しする厳しい条件のなか、工程に合せ定期的に住民との調整を
行うとともに、現地に合せた施工機械の採用や落下防止柵などの安全対策を的確に行って、品質管理および安
全管理に配慮し無事故無災害で工事を完成させたこと。
さいたま工事事務所長表彰 東北自動車道 蓮田サービスエリア附帯工事 青木あすなろ建設㈱

東京土木本店
＜表彰理由＞地域の生活道路である外周道路と県道交差点部の改良施工において、自治体ならびに関係機関と
の協議調整および地元への説明を綿密に実施するとともに、通行止めや夜間工事を要しない施工計画を立案す
るなど、工程管理および安全管理に配慮し無事故無災害で工事を完成させたこと。




